　僕が最初に、この、、テレパシーか、、。。に気付いたのは、2003の夏の初めだったと思う。天神祭のころだったかな、、、

　大学入る前、模擬試験を受けて、、偏差値がたしか、、50ぐらいだったような気がする。。。
　「あきらめろ」ってのが普通だと思う。僕も、短大か２部（夜間）でいいかな、と思ってた。
　まちかね山（大阪大学）で、センター試験ってのを受けた。
　普通の試験は大学ごとの試験場に行ってテストするけど、これなら一回受ければ、その成績表で何個でも合否判定してくれる。

　理科と数学が得意だったんだが、全然分からなかった。数学なんて、問題の記号が、何て発音するのかすら忘れてた。
　社会とか国語は、日常生活の中にちょこちょこ出てくるキーワードもあるので、ちょこちょこ覚えていたが、数学や英語は、、、
　で、
　センター試験と別に、家の近くの京都学園大（亀岡市）も受けて、
　そこの、、何学部だったか忘れたが、そこと、大阪産業大学（大東市）（大阪城の東）の経営学部に受かった。

大学まで、家からなら2時間か、2時間半ほどだ。。
そんなに遠くないけど、親父に頼んで、大学の近くに下宿させてもらった。

　入学して、ちょっと授業を受けて、、やる気なくした。
　とにかく、「覚えろ。」って授業が多かったような気がする。

　でっかい教室で、500人くらいいたか、。。
　正面の机の前で、教授が「静かにしろ。話を聞け。」と言いながら、しゃべる事は本をそのまま読み上げる。
　くそ高い授業料払って、それかい。。本買って読んどくから、金返せ。と思って、そんな授業はほとんどエスケープして、ぶらぶらしてた。
　
　少し前、ハーバード大の授業風景を流してる番組があったな、、白熱教室、、だったか、、
　うらやましい。と思った。あんな授業を受けたかったもんだ。
　日本は、、それとも、僕の行ったところが悪すぎたか…（おもしろいのもあった。）
　日本と言う社会は、どうも、知的好奇心の扱い方に問題があると思う。。

入学して一カ月ほどはブラスバンドに入ってトランペットで遊んでた。
で、何人か友人もできて、、「何しよっか？？」って、話してて、、宇治（京都）の奴と福知山（京都の北の方）の奴と、香住（兵庫の北西）と僕の4人で、よく遊んだ。って言っても中学や高校のような仲間じゃなくて、、何してたかな、、カラオケとか、、ミナミをうろうろしたり、、大学の周りで遊んだり、、
アパートの最寄駅が住道ってとこで、そこの駅前に、夜になると弾き語りの人がたくさん来てて、、それに混じってたか、、
僕は、手が動きにくいから、、入門レベルの簡単なコード弾きならできたけど、、、ギターなしで歌ってた。。
福知山の奴はそこそこエレキが引けた。
香住の奴はフォークを弾いてたか、、

宇治の奴は、サッカーがうまかった、、かな。。学校のサッカー部は入部金が100万くらいいる、とか言ってたような気がする。。フットサルのサークルに入って遊んでた。。地元の中学生だったかな、、サッカーチームのコーチをやってる。って言ってた気がする。。
サッカーボールを持ってきてたから、、僕のアパートの前に公園があって、そこでたまに軽く遊んでた。。。足も動きにくいから、軽いパスで、ゆっくりと。。


僕は、1年（2000年）の夏に、学校の交換研修生に応募したら、ハングルの授業を取っていたので、通った。それで、韓国に行く事になった。
　それで、、行く少し前、、、何だったかで、韓国からの留学生と仲良くなって、それで、留学生研修室、、だったかな、、そんな名前の、高校の教室くらいの広さの部屋に連れてってもらって、、
　部屋は台湾からと韓国と中国からの留学生がいた。
　中国からの留学生で　葛　って奴がいて、同い年だったから気があった。
　ドイツからの人とトルコからの人にも何回か会った。
　ひまになったら、その部屋に行った。



　　　　　1年ほどジャーーーンプ



　2年の夏にマグナ（250の銀の羽）で北海道に行った。
ずっと下道で、、、
8月の後半だったか、、大阪は暑かったから、半そでと半ズボンだったんだ。。
　東海道を東に走って、東京から4号線だったか、、を北上して、、
　埼玉だったか栃木だったか、、公園で野宿して、、「タオルケットか何か、、かけるもの、持ってくればよかったな。」と、、肌寒かった。。天気もパラパラ降ってたような気がする。。
　仙台の手前だったと思う。。パチンコ屋の駐車場で寝て、、朝、、朝だったか、まだ暗かったか、、まじで心臓止まるかと思った。。体が冷え切ってて、よく凍死せんかった、と思った。。仙台で、長袖と長ズボン買おうと思った。。
　8月のおわりだったか、、9月の頭だったか、、信じられん寒い夏だった。。天気のせいか、、
　仙台の服屋で、、でも、とうぜん冬服なんて置いてない。。長袖のシャツと薄っぺらい長ズボンを手に入れた。

　大間岬（本州の一番北）から函館に渡った。フェリーが、、何時だったかな。。暗かったと思う。。
　
　函館に着いて、、何考えてんだか、どこかへ走った。札幌までは行けるはずがないが、、、
　で、どこ走ってたんだったか、、コンビニがあったので、ダンボールをいくつかもらって、それをバイクに積んで、、山の方に続く農道を上って、そこらの空き地でダンボールを組み立てて、その中で丸まって寝た。
　少し寝て、寒くなって起きて、。ダンボールを燃やして暖を取った。
　燃え尽きて、さて、、寒いし、眠いし、まだ暗いし、、、
　「夜寝たら死ぬ。昼間寝て、夜走ろう。。」と、、
　　もはや、何しに来たか分からない。。

、、、、
　宗谷岬（最北端）まで行って、網走の方はしって、知床半島うろうろして
　　　　ちょこちょこちょこ、、っと、帰りも下道、日本海側走って帰ってきた。



　　　　　　　　　　2年ほどジャンプ


4年（2003）の前期テストの少し前（7月ごろ）、就職の相談で、ゼミの教授のところに行った。
　教授は僕に、「かざぐるま、風が吹くまで、昼寝かな。」と言った。
僕は「面白い歌ですね。」と言った。そんで帰って、、アパートで、、
　「何があった？」「何でこんな事になった？」と、、頭の中で鳴り響いた。。。

　　　　　　　　　君なら、この表現で、何となく伝わるかな。。どんな感じだったか

　　　　それで、、、
　　　　　まいったかな、、、続きは、また今度だな、、


僕がこれに気付いたのは、ここからだよ。。
　　　おやすみ

